
別添２～８における男性職員の育児休業の取得促進に向けた取組のポイント 

 

１．育児休業取得計画シート等（以下「シート」という。）の作成及び活用 

(1)シートの様式の作成 

〇子が生まれる予定の男性職員（以下「対象職員」という。）に分かりやす

いように、育児休業取得に係る必要な手続や手続を行う時期、提出物等を

明確に記載し、手順を明確にしている 

〇取得に当たって所属に配慮してほしいことを記載する欄を設け、取得予定

者の考えを明らかにできるようにしている 

〇取得を希望しない理由欄をあえて設けることで、所属長や人事担当課が当

該理由について確認できるとともに、当該理由を解消するにはどうすれば

よいのかについて所属長等が検討するきっかけとなっている 

(2)シートの記入・活用方法 

〇シートの記入・活用に当たって以下の点を踏まえるよう、所属長の役割や

所属長と人事担当課との関係を明確化している 

・所属長と対象職員との面談を実施し、その結果及び育児休業取得計画に

ついて所属長から人事課へ（育休取得を希望していない職員については

その理由も含めて）報告を求めている 

※面談や報告等の時期の目安をあらかじめ示すことで、取得対象者のシ

ート作成や所属長との面談をいつ実施すればいいか等の迷いを払拭す

る効果も考えられる 

・シートを活用した面談を通じて、育児休業取得の際に、取得予定者や所

属部署に対する必要な対応を所属長が確認し、所属部署における協力体

制の整備にもつなげるよう促している 

・面談を取得対象者の子が生まれた後にも実施し、実際に休暇・休業が取

得できたかどうかについて再度人事担当課に報告を求めている 

〇シートを通じて対象職員を人事担当課として把握するという仕組みにし

ている 

〇人事担当課においても、対象職員が育児休業を取得しない理由を確認して

いる旨明らかにしている 

 

２．人事評価への反映 

〇課長級、課長補佐級の人事評価項目に、部下が育児休業を取得しやすい環

境整備をしているか等の項目を加えている 
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３．業務執行体制の確保に係る取組の実施 

〇育児休業を取得する職員の業務を他の職員が円滑に引き継げるよう、引継

書に記載する項目や引継ぎ方法等を明確化・標準化している 

〇育児休業を取得する職員の業務について、その業務内容や休業期間等を勘

案して任期付職員、臨時的任用職員、任期の定めのない常勤職員又は会計

年度任用職員といった様々な任用形態の職員による処理を検討している 

〇育児休業を取得する職員の代替職員等を迅速かつ円滑に任用するための

仕組みを設けている（任期付職員任用候補者名簿の整備等） 

４．その他環境整備 

〇市長から所属長や対象職員に対し、育児休業の取得を促すメッセージを送

付している 

〇男性に限らず育児休業を取得する職員や取得を考えている職員を対象に、

育児やキャリア形成等を考えるための研修を開催し、ロールプレイングや

育児休業取得職員との意見交換などを実施し、育児休業期間の過ごし方の

具体的な取得イメージなどを持てるようにしている 

〇幹部職員を構成員とした意思決定の場を設定することにより実行力を確

保している 
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京都市における男性の育児休業等の取得促進に向けた取組 

 

 京都市では、特定事業主行動計画「仕事と子育ていきいき活躍プラン 2nd step」（令和２年度～令和６年

度）において「男性の家庭での活躍推進」を掲げ、「仕事と子育てパートナーシップ研修」の開催や、「仕事

と子育て両立支援シート」の活用を進めている。また、「仕事と子育て両立支援ハンドブック」による制度周

知や、育児休業取得時の給与等のモデルケース・シミュレーションシートの提供、管理職向けのイクボス研

修等も実施している。 

これまで複数年にわたり、様々な取組を積み重ねたことにより、男性の育児休業取得者が増え、育児休業

の取得が身近となったことから、近年では市長部局の男性職員の育児休業取得率はさらに向上している。 

（令和２年度 36.7％→令和３年度 52.3％→令和４年度 75.2％） 

 

★「仕事と子育てパートナーシップ研修」の開催（平成 27 年度～） 

男性に限らず育児休業を取得する職員や取得を考えている職員を対象に、育児やキャリア形成等を考える

ための研修を年１回程度実施している。 

  

★「仕事と子育て両立支援シート」の活用（平成 27年度～） 

育児休業の取得を検討している職員等（※）が「仕事と子育て両立支援シート」（以下「シート」という。）

を記入し、シートを活用して所属長（課長級）と面談を行っている。シートの作成等にあたり、人事課から

所属長に対し、職員によるシートの作成、面談の実施、所属長から面談結果を報告することを依頼している。 

シートの項目は、家庭の育児環境や今後のキャ

リア形成の意向、職場に求めたい配慮、育児休業

等の取得予定等を設定している。シートを活用し

た面談を通じて、所属職員が育児休業を取得する

際に、当該職員や所属への必要な対応（業務分担

の見直し、制度の案内など）を所属長が確認し、

所属組織での協力体制の整備にもつなげている。 

※シートの作成は男女双方が対象であり、育児

休業から復職した職員等も含む。 

【工夫のポイント】 

・研修には対象職員のみだけでなく、当該職員のパートナーも一緒に参加する

ことができることとした（パートナーは京都市職員以外でも参加可能）。 

・令和４年度の研修では、出産後の女性のキャリアや男性の育児参画、家庭内

での役割分担などについて、仕事と子育ての両立の社会的な意義から具体的

なノウハウまで講義をいただいた。 

・また、子が生まれてから発生する様々なできごとを体験するロールプレイ 

ングを通じ、今後の育児について具体的なイメージを持てるようにした。 

・過去に育児休業を取得した先輩職員（４名）に登壇を依頼し、参加者と意見

交換を実施した。登壇を依頼する先輩職員は役職、性別、子どもの年齢や人

数などのバランスを考慮し選定している。 

 
 
 
       
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
 

 

実 施 要 領 

１ 目的 
  子育て中または出産を予定している職員が配偶者と共に参加し、
育児や互いのキャリア形成等について、夫婦で共に考えるとともに、育
児休業の取得時の心構えや、仕事と家庭との両立のノウハウについて
学ぶ。 

２ 対象 
ア 産休取得予定の職員とその配偶者、配偶者が出産予定の 
職員とその配偶者 

イ 子育て中の職員とその配偶者（産育休中の職員を含む。） 
ウ 将来、子どもを授かり、子どもを育てたいと希望する職員とその 
配偶者 

  ※ 夫婦での参加を推奨しますが、どちらかのみの参加も可能 
  ※ 配偶者については、本市職員以外でも参加可能 
  ※ 本市職員ではない配偶者のみの参加は原則不可 
※ 応募者が定員を超えた場合は、ア、イに該当する職員の受講
を優先 

３ 定員 
  ２０名程度 

４ 日時 
令和４年１２月１９日（月）１０：００～１２：００ 

１３：００～１４：００ 

５ 受講場所 
  自宅等もしくは勤務公署（自宅を推奨します） 
 
６ プログラム 
【午前】１０：００～１２：００ 
①産前産後を疑似体験するゲーム 
「サンゴクエスト」の体験 

 ・出産後の女性のキャリアや男性の育児参画 
 ・仕事と子育てを両立するために必要なこと 
 ・家庭内での役割分担、行動目標について 
②先輩職員等を交えたグループワーク１ 
 ・サンゴクエストでの体験を踏まえて感じたことや、
先輩職員に聞いてみたいことをテーマに意見交換 

 
【午後】１３：００～１４：００ 
①仕事と子育ての両立を考えるための講義 
 ・社会的意義、具体的ノウハウなどについて講義 
②先輩職員等を交えたグループワーク２ 
 ・子育てと仕事の両立にあたって工夫した点やオス
スメしたいこと」をテーマに意見交換 

仕事と子育てパートナーシップ研修 
～ワークを通して、仕事と子育ての両立について学ぼう～ 

 

「出産・子育て」というライフイベントを通してのキャリア開発の仕方や、 
育休復帰後も見据えた家庭との両立の仕方の考え方・ノウハウを習得できます。 
今回は産前産後を疑似体験するゲームを通じて、理解を深め、 

また、実際に子育てを経験し両立している先輩職員に具体的な話をいろいろお聞きします。 
オンライン（zoom）で開催しますので、お気軽にご参加ください！ 
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